
日
本
共
産
党
松
江
市
議
団
（
舟

木
健
治
団
長
、
た
ち
ば
な
ふ
み
幹

事
長
）
は
８
月
10
日
、
松
江
市
に

「
原
発
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
申
し
入
れ
」

を
行
い
ま
し
た
。
尾
村
利
成
県
議
、

む
ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根
一
区
候

補
が
同
席
し
ま
し
た
。

中
国
電
力
が
２
日
、
山
口
県
上

関
町
に
対
し
、
使
用
済
み
核
燃
料

を
一
時
保
管
す
る
中
間
貯
蔵
施
設

の
設
置
に
係
る
調
査
・
検
討
を
表

明
し
、
８
日
に
は
島
根
原
発
１
号

機
の
廃
炉
の
完
了
時
期
が
当
初
の

２
０
４
５
年
度
よ
り
４
年
遅
れ

る
と
し
て
「
廃
止
措
置
計
画
変

更
に
係
る
事
前
了
解
願
」
を
松

江
市
及
び
島
根
県
に
提
出
し
た

こ
と
を
受
け
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
政
策
推
進
の
立
場
を
撤
回
せ

よ
と
要
望
し
た
も
の
で
す
。

要
請
項
目
は
、
１
▽

国
に

対
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
こ
と
。

①
六
ケ
所
村
再
処
理
工
場
は
廃

止
す
る
こ
と
。
②
山
口
県
上
関

町
で
の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
計

画
は
撤
回
す
る
こ
と
。
③
使
用

済
み
核
燃
料
の
処
分
の
手
段
・

方
法
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の

英
知
を
結
集
し
て
研
究
・
開
発
を

す
す
め
る
こ
と
。
そ
の
結
論
が
出

る
ま
で
は
政
府
の
責
任
で
厳
重
な

管
理
を
行
う
こ
と
。
２
▽
市
と
し

て
、
破
綻
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

政
策
か
ら
の
撤
退
を
決
断
す
る
こ

と
。
３
▽
自
分
が
生
み
出
す
核
廃

棄
物
の
後
始
末
が
で
き
な
い
原
発

は
完
成
し
た
技
術
と
は
言
え
な
い
、

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
な
ら

び
に
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
へ
の
同

意
の
撤
回
、
の
３
点
で
す
。

安
部
俊
一
防
災
部
長
、
成
瀬
次

長
、
政
策
部
政
策
企
画
課
井
原
課

長
ら
が
応
対
し
、
廃
炉
計
画
変
更

に
つ
い
て
「
議
会
や
安
全
対
策
協

議
会
な
ど
で
意
見
を
聞
い
て
い
く
」

等
と
応
じ
ま
し
た
。

前
日
９
日
、
島
根
県
に
対
し
て

も
同
様
の
申
入
れ
を
党
県
議
団
が

松
江
市
議
団
、
吉
井
安
見
出
雲
市

議
と
共
に
行
い
ま
し
た
。

中
国
電
力
が
原
発
の
使
用
済
み

核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
を
山
口

県
上
関
町
に
建
設
す
る
計
画
な
ら

び
に
島
根
原
発
１
号
機
廃
止
措
置

計
画
の
変
更
を
発
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
日
本
共
産
党
島
根
県
議
団

（
尾
村
利
成
団
長
、
大
国
陽
介
幹

事
長
）
は
24
日
、
む
ら
ほ
え
り
こ

衆
院
島
根
１
区
候
補
、
舟
木
健
治
、

た
ち
ば
な
ふ
み
両
松
江
市
議
、
向

田
聡
・
安
来
市
議
と
共
に
、
松
江

市
の
同
島
根
支
社
を
訪
れ
、
「
使

用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
技
術
は

未
確
立
で
あ
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
政
策
か
ら
撤
退
す
べ
き
」
と
し

て
、
①
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
計
画

の
撤
回
②
島
根
原
発
２
号
機
の
再

稼
働
・
プ
ル
サ
ー
マ
ル
運
転
の
断

念
・
中
止
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
冒
頭
、
福
島
第
１

原
発
事
故
で
発
生
し
た
汚
染
水
を

海
洋
放
出
（
24
日
）
し
た
こ
と
に

ふ
れ
「
福
島
県
民
と
の
約
束
を
踏

み
に
じ
る
暴
挙
で
あ
り
、
断
じ
て

許
さ
れ
な
い
」
と
強
調
。
そ
の
上

で
「
危
険
な
六
ケ
所
村
・
再
処
理

工
場
（
青
森
県
）
は
廃
止
す
べ
き
。

２
号
機
を
再
稼
働
す
れ
ば
処
理
方

法
の
な
い
核
の
ご
み
が
増
え
続
け

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

地
域
共
生
部
の
渡
部
賢
部
長
は

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
資
源
の
有
効

活
用
」
「
上
関
町
の
中
間
貯
蔵
施

設
建
設
は
使
用
済
み
核
燃
料
対
策

の
一
環
で
あ
り
、
地
域
振
興
の
た

め
の
も
の
」
と
述
べ
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
「
自
分
が
生
み
出

す
核
廃
棄
物
の
後
始
末
が
で
き
な

い
原
発
は
完
成
し
た
技
術
と
は
言

え
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
原
発
推

進
路
線
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
」

と
反
論
し
ま
し
た
。
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汚染水海洋放出許されない
行き場のない核のゴミ増やすな

原 発 再 稼 働 同 意 は 撤 回 を

十
代
で
出
会
っ

た
文
学
は
『
風
と

共

に

去

り

ぬ

』

（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

ミ
ッ
チ
ェ
ル
著
）
、

『
大
地
』
（
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
著
）
。

共
に
長
編
で
あ
り
、
見
果
て
ぬ
海

外
の
地
を
舞
台
と
し
た
、
量
質
と

も
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
で

す
。エ

ネ
ル
ギ
ー
も
集
中
力
も
今
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
十
代
の

感
性
に
は
、
こ
の
大
著
に
挑
む
こ

と
自
体
が
自
己
肯
定
と
な
り
、
そ

の
感
覚
が
身
内
に
湧
い
て
く
る
こ

と
を
も
楽
し
み
な
が
ら
読
み
進
め

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
と
の
出

会
い
は
、
小
学
6
年
の
頃
に
観
た

映
画
で
し
た
。
輝
く
ば
か
り
の
美

し
さ
を
放
つ
女
優
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー

演
じ
る
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
。

ア
メ
リ
カ
南
部
の
土
煙
を
感
じ
る

よ
う
な
描
写
の
中
で
、
「
生
き
る
」

こ
と
に
真
っ
直
ぐ
な
女
性
を
描
い

た
こ
の
作
品
に
は
原
作
が
あ
る
と

知
り
、
大
著
に
挑
ん
だ
の
は
中
学

1
年
の
夏
で
し
た
。

映
画
で
見
た
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
と

は
異
な
る
、
野
性
的
な
女
性
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の

感
情
を
大
切
に
生
き
る
、
正
直
に

自
分
を
生
き
る
姿
、
強
さ
に
、
い

つ
も
自
分
の
中
の
「
本
当
」
を
抑

え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
私

は
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
そ
の

後
も
折
に
触
れ
、
手
に
取
り
、
勇

気
を
も
ら
う
作
品
と
な
っ
た
の
で

し
た
。

社会の歩みに
人生を重ねて④

中
国
電
力
は
原
発
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
や
め
よ

むらほ えりこ
衆院予定候補

渡部賢部長に申入書を手渡す尾村、大国両県議
むらほ予定候補、舟木、たちばな、向田市議

松江市議会９月定例会

日程のお知らせ

村
穂

江
利
子

衆

院

島

根

一

区

予

定

候

補

本

を

め

ぐ

る

話

②

安部防災部長に申入れ書を手渡す舟木
たちばな両市議、 むらほ予定候補、尾村県議

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

断

念

を

松

江

市

・

島

根

県

に

議

員

団

が

申

入

れ


